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レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

「日本遺産」に追加認定された「荒波を越えた男たちの夢が紡い
だ異空間 ～北前船寄港地・船主集落～」のストーリーを構成す
る泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　「野出墓地」は、野出町に位置する面積約7,300㎡、墓石が5,000
基以上の大規模な墓地です。海に近い場所にあり、三昧松と呼ばれ
た松林が広がっていた名残りを見ることができます。佐野町場・佐
野浦の外れに造られた共同墓地で、かつては火葬場もあり、江戸時
代より葬祭業を営む家が代々管理を行っています。
　この墓地には、入り口には六地蔵・6観音（市指定文化財）、地
域相撲の関取の記念碑や天保大飢饉の碑のほか、区画された豪商食
野・唐金家代々の墓域があります。
　食野・唐金家の墓石は約30基がロの字に整然と並んでおり、墓
地の中で占有できる力を持った豪商であったことを物語っていま
す。墓石群はこの地に多い和泉砂岩ではなく、花崗岩製がほとんど
です。よく見慣れた直方体の墓石の形ではなく、低い正四角柱のサ
イコロ型を呈しています。その他にも佐野漁民と交流のあった五島
市赤島、能州（能登）の商人の墓も見ることができ、佐野浦の交流
の多さを今に伝えています。

 日本遺産・北前船文化を巡る⑩
～野出墓地～
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よ
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▲豪商食野家・唐金家の墓石が多く並ぶ
野出墓地
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